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高齢化、長寿命化が一層進むと見込まれる中、県民一人ひとりが、いつまでも元気に自立して暮らす期間を伸ばしていくことが重要となってきています。富山県民の健康寿命(H25)は、男性70.95歳(全国31位)、女性74.76歳(同14位)と全国中位であり、また、平均寿命との間に男性で９年、女性で12年ほど差があります。さらに、近年、がんや脳卒中、心疾患など生活習慣病を要因とする患者の増大が大きな課題となっています。
このため、本県の豊かな自然や安全でおいしい食など、健康・医療等の分野での非常に高いポテンシャルを活かしながら、「健康寿命日本一」を実現し、県民がいつまでも心身ともに健康でいきいきと暮らすことができる社会の構築を目指します。
また、住み慣れた地域で安心して暮らし続けたいという県民の希望は高い状況にありますが、少子高齢化・人口減少が進む中、家族機能や地域の支え合い機能が低下するとともに、地域社会の変化に伴い支援ニーズも多様化・複雑化しています。さらに、医療・福祉・介護を担う人材の確保への対応も必要になっています。
このため、高齢者や障害者、子ども等を含めた県民誰もが、社会においてそれぞれの役割を担うとともに、育児や介護、障害、貧困などの様々な生活課題に対し、地域の資源を活かしながら、住民相互が包括的に支え合うことにより、年齢や障害の有無等に関わらず、住み慣れた地域で安心して生活できる「富山型地域共生社会」の構築を目指します。

すべての県民が、運動や栄養、休養といった生活習慣の改善などの健康づくりに積極的に取り組める環境づくりを進めるとともに、高齢になっても、できる限り介護が必要にならないよう、生きがいづくりや介護・認知症予防の推進を図ります。
さらに、子どもの健やかな成長のための母と子の健康管理への支援をはじめ、がん検診の受診促進などによるがん予防の推進、ビックデータやＩｏＴ、本県のものづくり技術の活用等により、県民の疾病予防の推進・健康管理の充実を図るとともに、豊かな自然・安全な食など富山の伝統・資源を活かした健康増進に取り組みます。
また、県民の福祉に対する意識を高め、高齢者、障害者、子ども等の権利擁護を推進するとともに、地域ぐるみで支え合い、住民の様々な生活課題に対応し包括的な支援を行う体制の整備を図ります。
あわせて、高度救急医療やリハビリテーション体制の充実強化を図るとともに、多職種によるチームケアやＩＣＴ・ＡＩ等の活用により、高度急性期から慢性期、在宅医療、介護に至るまでの一連のサービスが地域において切れ目なく提供できる体制の確保に取り組みます。さらに、本県の優れた医療提供体制や介護・福祉の魅力のＰＲ、勤務環境の整備等により、医療・介護・福祉人材の確保を図ります。


健康・元気で安心な共生社会づくり戦略





Ⅰ　戦略のねらい





Ⅱ　戦略の展開方向
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県民が健康・元気で安心して暮らせる共生社会の構築





【ねらい】


年齢や障害の有無等にかかわらず、県民誰もが、住み慣れた地域で安心して生活できる社会の構築





戦略の展開方向と体系





戦略の展開方向と体系





【ねらい】


県民がいつまでも健康でいきいきと暮らすことができる社会の構築





【現状】


・高齢化・長寿命化が一層進むと見込まれる中、県民の健康・医療に対する関心が高まっている





【現状】


・住み慣れた地域で安心して暮らし続けたいという意識は高い状況にある


・家族機能や地域の支え合い機能が低下している








６　医療・介護・福祉人材の養成・確保





５　保健･医療・福祉・就労等の切れ目のない連携





４　地域共生社会の構築に向　けた包括的な支援体制の　強化





























(１)福祉意識の高揚


(２)障害者に対する理解の促進や高齢者、障害者、子ども等の権利擁護の推進


(３)地域包括ケアシステムの深化


(４)富山型デイサービス(共生型サービス)やケアネット活動等の充実・発展と人材の育成


(５)育児・介護・障害・貧困等の様々な課題に対応できる包括的支援体制の整備

















(１)高度救急医療体制やリハ　ビリテーション体制の充実強化


(２)在宅医療・介護連携の推進


(３)ＩＣＴ・ＡＩ等を活用した　医療・介護・福祉サービスの　充実


(４)高齢者、若者、女性、障害者等が多様な就労や社会参加ができる場の整備

















(１)本県の優れた医療提供体制や介護・福祉の魅力のＰＲ等による人材確保の推進


(２)より質の高い医療・介護・福祉サービスを提供するための教育・養成の充実


(３)働きやすい勤務環境の整備や処遇改善等による職場定着支援











【目標２】富山型地域共生社会の構築





【目標1】健康寿命日本一の実現


























３　富山の伝統・資源を 活かした健康の増進





２　先進的な疾病予防の推進　や健康管理の充実





１　いつまでも元気に自立して暮らすための気運づくりと健康づくりの推進





(１)周産期・乳幼児期の疾病予防


(２)がん予防の推進


(３)ビッグデータ、IoＴ、本県の　　　ものづくり技術の活用や　　「未病」対策等による県民の　疾病予防や健康管理の推進





(１)社会全体で健康づくりを推進する環境づくり


(２)生活習慣の改善


(３)スポーツに親しむ環境づくり　の推進


(４)こころの健康づくりの推進


(５)高齢者の社会活動参加と　介護・認知症予防の推進














(１)豊かな自然を活かした健康増進


(２)豊かで安全な食を活かした健康づくり


(３)「くすりの富山」の強みを活かしたセルフメディケーションの推進
































